
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安芸市立安芸第一小学校 教材研究会 
平成３０年８月１６日（木）  

算数科 第１学年「『おおきさくらべ』－ひろさをくらべよう－」 

                      中屋 美晴 教諭 

 

 

授業の視点 
 任意単位とするものの「いくつ分」
として数値化することで、面積を表現したり、その 
大小を判断したりすることができる。 

  １・２年の「量と測定」についての学習で大切なことは、“物事の比較ができるようになること”と“物事を測りとることができるようになること”

です。そのためには、“大小に目をつけさせること”と“単位に目をつけさせること”がポイントです。また、子供たちが遊びや生活の中で無自覚的に

経験していることを自覚化させて、算数の世界にのせてあげるという数学的活動（ア）を重視しながら単元をつくっていくこともポイントです。 

 子供たちの生活経験の裏側に、どんな知恵が存在しているのかということを探り当てて、それを価値付けしながら授業をつくっていくことが必要です。 

本時の目標 
３つの単元を統合することで、

数学的な見方・考え方を働かせて、場面や対象に
応じた比べ方ができるのか。 

最 終 板 書 

 

授業改善には不断の教材研究が必要であると言われています。
本教材研究会では、教材との関わり方を問い直し、授業づくりの
基本を見つめていきます。 
子供の学びの求めに応えるためには、教師が自らの指導を問い

直し、自己更新していくことが大切です。教科の価値やよさを実
感できる授業をともに描いていきませんか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 模擬授業後の協議では、「同じ任意単位が 

必要であるということに気付かせるような

流れになっていない。『長さ』のときの考えを生かして、『広さ』の場面で

も考えていけるような流れが必要ではないか。」「折り目への着目が弱かっ

たのではないか。」「“問い”が子供の問いになっていないのではないか。」

などの意見が出されました。 

 子供の興味・関心をひくために、身近なデータを使うという 

ことは有効です。その一方で、数学的活動の保障と数学的に価 

値ある“問い”が成立することが可能になっているのかという 

ことが、ＰＰＤＡＣサイクルを回すうえで重要になってきます。 

“生データ”は、子供にとって切実性が高く、教科書教材より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

模擬授業リフレクション 

中屋 美晴 教諭 

・単元デザインの大切さや構成の意図をしっかり考え

ておくことの重要性を改めて学びました。「誰のため

にこの活動を仕組むのか」を意識して、授業構成を

していきたいと思います。 

・“問うべき問い”を見極めるようにし、“子供の脳に

汗をかかせる問い”を考えていくことの大切さを学

びました。また、特に低学年は、無自覚的な経験を

価値付け、そのことをベースに単元を考えていくこ

との大切さも学びました。 

・教科書に使われるのではなく、子供の経験

をベースにした単元づくりを実践してい

きたいです。そして、単元づくりを支える

「勘どころ」を磨いていきたいです。 

・「何のために子供は教科を学ぶのか」を考

えながら、それにいかに答える実践になっ

ているかを問い続けることの大切さを学

びました。 

＊「問い」は焦点化されているのか。 

参加者の

私たちは量の単位や測定の意味を指導する際に、直接比較→間接比較→任

意単位による測定→普遍単位による測定のプロセスが大事であると思って

やってきています。しかし、子供の生活経験というのは、必ずしもそれに縛

られてはいません。子供の生活経験からすると、広い方を選ぶときなどは、

任意単位を使って大小比較をしている経験は多くあり 

ます。こういった無自覚的な子供たちの経験をもとに、 

単元をつくっていくことが、特に低学年の算数の授業 

づくりでは大切です。 

 

「何のために教科を学ぶのか」という問いに

対して曖昧な答えをもっていました。 

同じような比較の仕方をするからといって、

同じように子供に教えるのではなく、その教材

の質を見極めて、単元をデザインしていきたい

です。そして、単元をデザインすることが、教 

師の自己満足になってしまわないように、子供 

が生活の中で無自覚的に行ってきた 

ことを、子供の思考にそって、算数 

の世界にのせてあげるプロセスを 

つくっていってあげたいです。 

 

 「問い」が不在の授業では、子供は脳みそに汗をかき 

ません。稚拙でもいいから、「今、自分たちが言いたいことはこういうこ

とだ」ということを、汗をかきながら表現し合う場（数学的コミュニケー

ション）がないと、授業として価値の低いものとなります。 

本時で重要なことは、「単位」です。なぜ、「８つ」と「６つ」で判断し

ていいのかを考えることが今日の授業です。 

「単位」とは、大きさを表すのに用いる、基になる大きさのことです。

したがって、おさえるべきポイントは、基になる大きさが、ぴったり重な

る同じ広さのものだから、それが「いつく分あるか」という数字だけで比

較できるということです。そのためには、「広さ」の学習において、「長さ」

のときにブロックなどを使って、ぴったり重なるもの（単位）の乗法的表

現（いくつ分）で測定した経験を想起させ、「見方・考え方」をつなげる

ことが大事なこととなります。 

つまり、「なぜ、単位を使うことによって、大小の判断ができるのか」、

“問うべき問い”を見極めることが大切です。 

子供の期待に応える学びをともにつくりませんか 受付 12：55 西体育館 

次回 平成 30 年 11 月１日（木）授業研究会 13:10 から １年「『大きさくらべ』－ひろさをくらべよう－」 
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